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1 背景と目的 

近年，社会人のみならず学生にも論理的文章

力は求められている．論理的文章力とは，論理

的文章を作成する力のことを指す．本研究の論

理的文章は，山本ら[1]が定義している論理的文

章とする．学生は，大学での講義や研究でレポ

ートや論文を書く機会が多い．そのため，多く

の大学がレポートや論文の書き方に関する取り

組みを実施している[2]．しかし，東京大学大学

経営・政策研究センターの調査によると論理的

に文章を書く力についてこれまでの授業経験が

役に立っていないと半数以上の学生が感じてい

る[3]．そのため，学生に効果的な論理的文章力

向上支援をする必要がある． 

本研究の目的は，論理的文章力の向上を支援

することである． 

2 関連研究 

論理的文章力を向上させるために文章構成に

着目した関連研究とピアレビューを導入した関

連研究について述べる． 

2.1文章構成に着目した論理的文章の指導の研究 

文章構成に着目し，文章作成指導した増田の

研究がある[4]．増田は，小学生に「はじめ・な

か・まとめ・むすび」という文章構成を用いて

日常生活を題材にした小論文の練習を実施した．

その結果，小論文を書く力を身に着けられるこ

とが示された．同様の指導法で大学生も小論文

の書く力の向上につながった．これにより，

「はじめ・なか・まとめ・むすび」を用いた文

章構成で指導することの有効性が示された． 

2.2ピアレビューを文章指導に導入研究 

レポート教育にピアレビューを取り入れた岩 

佐らの研究がある[5]．岩佐らは，教育心理学科 

で実施している初年次レポート教育について詳

述し，その教育効果を検証した．その結果，レ

ポートの執筆・ピアレビュー・修正という過程

を経る前よりも，過程を経た後のほうが，構成

や文章作法といった点で優れたレポートを執筆

できるようになることを示した． 

 

 

 

 

 

  

3課題と解決アプローチ 

2 章の関連研究から課題を 2 つ挙げる．1 つ目

は，文章構成に着目した文章作成の際，文章の

作成過程とアウトプットの関係が明らかでない

ことである．2 つ目は，レビュー行為が自分の論

理的文章力向上に寄与するか明らかでないこと

である． 

 上記の課題に対するそれぞれの解決アプロー

チを示す．1 つ目は，文章の作成過程を把握し，

作成した文章をルーブリックで評価する．文章

の作成過程と文章のアウトプット評価との関係

性を分析する．２つ目は，文章作成とレビュー

を繰り返すことで，ルーブリック評価に変化が

あるかを分析する． 

4本研究で使用するツール 

本研究で，文章の作成過程を記録・分析する

た め に 所 属 研 究 室 で 開 発 さ れ た 「 Topic 

Writer」と「Writing Analytics」を使用する

[6]．Topic Writer は，作文行動を測定するた

めに開発されたマトリックス型の作文ツールで

ある．Writing Analytics は，Topic Writer で

記録したワークシートの編集操作ログから操作

状況を可視化・分析するツールである．可視

化・分析として，編集操作のタイムラインと共

起行列の例を図１に示す．作文行動は事象系列

（点過程）であり，タイムラインは時系列変化

をプロットしたものである．この事象系列に対

して，「テキスト操作の共起」という分析手法

を導入したものが共起行列である．これはテキ

スト分析で使われる「共起」概念を作文活動に

適用したものである． 

 
図 1編集操作のタイムラインと共起行列 

作成した文章を評価するためにルーブリック

を作成する．ルーブリックは，学習者の達成度

を定量的に評価するものである．本研究で作成

したルーブリックは，高橋らの研究[7]を基に作

成した． 

5実験 

文章構成に着目し，ピアレビューを導入した

文章指導の効果を検証するために実施した実験
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について述べる． 

5.1実験概要 

実験は，公立はこだて未来大学の学生 2 名

（以下被験者 A，B）を対象に実施した．実験手

順を以下に示す． 

1. 用語説明のワークシートを用いて文章を作成 

2. ペア相手の文章をレビュー 

3. レビューされた内容に沿って文章を修正 

4. 手順１で作成した文章と手順 3 で修正した文

章をルーブリックで自己評価 

この 1～4の手順を 3周する 

1 周目は，文章構成が定義されていないワーク

シートを用いて実験を実施した．2 周目以降は，

文書構成が定義されているワークシートを用い

て実験を実施した． 

6 実験結果の分析，考察 

6.1タイムラインによる分析と考察 

編集操作のタイムラインで分析した結果を図 2

に示す． 

 
図 2編集操作のタイムラインでの分析結果 

図 2 より，全体的に項目の上から順に文章の

作成，修正操作をしていた．一度上から文章を

完成させるともう一度上から操作をしていない

ことから，見直しをする操作が非常に少ないと

考えられる．また，被験者 A の 3 周目のタイム

ラインからレビューが少ないにもかかわらず文

章の修正操作が多い傾向が見られた．これは，

レビューの経験から文章の修正をしているので

はないかと考えられる． 

6.2共起行列による分析と考察 

被験者 A，B の共起行列集計結果を図 3 に示す． 

 
図 3共起行列での分析結果 

図 3 より，レビューの項目を除いてメリット，

メリットとなりうる根拠・具体例の項目が多数

操作されていることが分かった．これは，メリ

ット，メリットとなりうる根拠・具体例の項目

が他の項目と比較すると複雑で検討すべきこと

が多いため，操作数が多くなったと考える． 

 6. 3ルーブリック評価の分析と考察 

ルーブリックの点数の推移を図 4に示す． 

 
図 4ルーブリックの点数 

図 4 より，被験者 A，B 共に修正前より修正後

の方が点数が上がる傾向が見られた．被験者 A

は，作成１回目よりも作成 2 回目，3 回目の方が

点数が高いことから，文章構成を意識して文章

を作成している傾向が見られた． 

７まとめ 

本研究は，論理的文章力向上を支援すること

を目的とした．目的達成のため，文章構成に着

目し，ピアレビューを導入した文章指導の効果

を検証する実験を実施した．実験の結果，文章

構成に着目させることの有効性が明らかになっ

た．しかし，今回は，被験者が 2 名だったため，

課題を解決する十分な分析ができなかった． 

今後は，被験者を増やすと共に，実験プロセ

スを改善し，再度実験を実施し，検証する． 
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